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参 考 手 本

高

木

聖

雨

先

生

霜そ
う

月げ
つ

冬と
う

気き

潔
い
さ
ぎ
よ

し

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

舟
を
移
し
て
煙
渚
に
泊
す

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（12 月 10 日締切）

条 幅 規 定 ①

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く

段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

【
今
月
の
課
題
】

「
夤
奉
上
玄
肅
恭
淸
廟
宵
衣

⻝
視
膳
之
禮
無
方
」（
18
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

夤
奉
上
玄
。
肅
恭
淸
廟
。
宵
衣

⻝
。

視
膳
之
禮
無
方
。
一
日
萬
機
。
問
安

夤つ
つ
し

ん
で
上じ

ょ
う

玄げ
ん

を
奉

た
て
ま
つ

り
、
粛つ

つ
し

ん
で
清せ

い

廟び
ょ
う

を
恭う

や
ま

う
。

宵よ
い

に
衣き

て
昃ゆ

う
べ

に
⻝く

ら

い
、
視し

膳ぜ
ん

の
礼
は
方な

ら

ぶ
る
無
し
。
一

日
万
機
、
問も

ん

安あ
ん

の

つ
つ
し
ん
で
（
上
天
を
）
奉
り
、
う
や
う
や
し
く
清
廟
を
尊
び
、

朝
暗
い
と
き
か
ら
衣
服
を
つ
け
、
夕
暮
れ
に
な
っ
て
か
ら
⻝
事
を

と
り
、
父
の
食
事
に
対
す
る
視し

膳ぜ
ん

の
礼
の
丁
重
さ
は
く
ら
べ
る
も

の
も
な
い
ほ
ど
で
、
日
中
は
政
務
に
励
ん
で
す
べ
て
を
処
理
し
、

問も
ん

安あ
ん

の

虞ぐ

世せ
い

南な
ん

（
唐
）　
『
孔こう
子し
廟びょう
堂どう
碑ひ
』
⑦

A部（準五段以上）
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『
枯こ

樹じ
ゅ

賦の
ふ

』
褚ち

ょ

遂す
い

良り
ょ
う

（
唐
）
◯24

条 幅 規 定 ②
【
今
月
の
課
題
】「
非
金
谷
滿
園
樹
卽
是
河
陽
一
縣
芲
桓
大
司
馬
聞
而
」（
18
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
下
さ
い

（12 月 10 日締切）

黃
河
千
里
槎
。
若

非
金
谷
滿
園
樹
。
卽
是
河
陽

一
縣
芲
。
桓
大
司
馬
聞
而
歎

曰
。
昔
年
移
柳
。
依
依
漢
南
。
今

看
搖
落
。
悽
愴
江
潭
。
樹

猶
如
此
。
人
何
以
堪
。

黄こ
う

河が

千せ
ん

里り

の
槎い
か
だ

。
若も

し
金き
ん

谷こ
く

満ま
ん

園え
ん

の
樹
に
非
ざ
れ
ば
、
即す
な
わ

ち
是

れ
河か

陽よ
う

の
一
県
花
と
。
桓か
ん

大だ
い

司し

馬ば

聞
き
て
歎た
ん

じ
て
曰
く
、
昔せ
き

年ね
ん

柳
を

移
し
て
、
漢か
ん

南な
ん

に
依い

い々

た
り
、
今

揺よ
う

落ら
く

す
る
を
看み

て
、
江こ

う

潭た
ん

に
悽せ

い

愴そ
う

た
り
。
樹
す
ら
猶
お
此か

く
の
如ご
と

し
。

人
は
何
を
以
て
か
堪た

え
ん
。

B部（四段以下）
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―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

鐸
于

國
因
氏
焉

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

弟
叔し
ょ
く

振し
ん

鐸3
た
く

を
曹
国

3

3

に
封ほ
う

ず
。
因よ

っ
て
焉こ
れ

を
氏3

と
す
。

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

中
及
萬
靈
則
醴

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

中
は
萬
霊

3

3

に
及3

べ
ば
、
則3

ち
醴3

泉

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（12 月 10 日締切）
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主

幹

菅

野

翠

濤

北
風
吹
白
雲　

萬
里
渡
河
汾　

心
緖
逢
搖
落　

秋
聲
不
可
聞

北
風
白
雲
を
吹
き　

萬
里
河
汾
を
渡
る　

心
緖
搖
落
に
逢
ひ　

秋
聲
聞
く
可
か
ら
ず

条 幅 参 考 手 本

大

井

岳

陵

先

生

寳
匣
從
此
閉（
閇
）　

朱
絃
誰
復
調　

秪
應
隨
玉
樹　

同
向
土
中
銷

宝
匣
此
れ
従
り
閉
ぢ　

朱
絃
誰
か
復
た
調
へ
ん　

秪
だ
応
に
玉
樹
に
随
っ
て　

同
じ
く
土
中
に
向
か
っ
て
銷
す
る
な
る
べ
し
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斜　
　
　
　
　

多　

二　

阿　
　
　
　
　
　
　

寳　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
乎（
ぎ
）　

  

具　
　
　

農　
　
　

所　

支　
　
　
　
　

類

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（12 月 10 日締切）

渡

辺

美

珠

先

生

百
年
已
過
半　

秋
至
轉
饑
寒　

為
問
彭
州
牧　

何
時
救
急
難

百
年
已
に
半
を
過
ぐ　

秋
至
っ
て
う
た
た
飢
寒
な
り　

為
に
問
ふ
彭
州
の
牧
に　

何
れ
の
時
に
か
急
難
を
救
う
か
と

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

さ
ら
で
だ
に
あ
や
し
き
ほ
ど
の
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

に
荻を
ぎ

ふ
く
風か
ぜ

の
音お
と

ぞ
き
こ
ゆ
る
（
斎
宮
女
御
）

条 幅 参 考 手 本

 

支
部
名　
　

段
級　
　

姓
号
（
鉛
筆
可
）



―
10

―
―

10
―

（12 月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

冬ふ
ゆ

枯が

れ
の
野の

べ
と
わ
が
身み

を
思お
も

ひ
せ
ば
燃も

え
て
も
春は
る

を
待ま

た
ま
し
も
の
を
（
伊
勢
）

　
　

 

可　

連　
　
　
　
　

邉　
　
　

王　

可　
　
　

乎
於（
も
）日　

勢　

八　

毛　

盈　

帝　
　

者（
る
）越　

万　

多　

満　

志

半紙かな（１級以下）

小

林

素

水

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

日ひ

に
か
ゝ
る
雲く
も

や
し
ば
し
の
わ
た
り
ど
り
（
松
尾
芭
蕉
）

　
　

 

耳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志　

者　
　
　

能　
　
　

多　

里　

  

鳥

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
可
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
可
）
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実 用 文

石

田

輝

仙

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（12 月 10 日締切）
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細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P29

投と
う　

跳ち
ょ
う　

な
げ
、
と
ぶ
。　
　
　
　

泳え
い　

技ぎ　
水
泳
の
技
術
。

国こ
く　

誇こ　
国
の
誇
り
。　
　

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。 

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（12 月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

  

段
級　
　
　

 

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）

⇒

「
姓
　
号
」
の
文
字
一
字
分
上
げ
た
の
で
次
号
で
戻
す
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（12 月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
墨
を
…
文
字
を
…
事
は
…
描
く
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

齊

藤

翡

流

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　

 

前

小６用

（12 月 10 日締切）
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　

 

段
級　
　
　
　
　

 

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　

 

段
級　
　
　
　
　

 

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小２用

（12 月 10 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1 ～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1 ～小 3　　鈴　　木　　蕙　　翠　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4 ～小 6　　田　　辺　　翠　　鶴　　先　生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（12 月 10 日締切）
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船

久

保

棠

苑

先

生

中学部かな課題
支
部
名　
　
　
　

段
級

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

小学部小筆課題
支
部
名　
　
　
　

段
級

名　
　
　

前

1 

月 

10 

日
締
切
課
題
予
告

令
和
7
年
学
生
書
初
め
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
１
月
10
日
㈮
締
切

半
紙
か
な（
初
段
以
上
）　

春
の
野
の
若
菜
な
ら
ね
ど
君
が
た
め
と
し
の
数
を
も
つ
ま
む
と
ぞ
思
ふ（
伊
勢
）

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

焉
秦
漢
之
際

か
な
条
幅
規
定　

わ
が
君
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の
巌
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
で
（
読
人
し
ら
ず
）

Ｂ
部
条
幅
規
定　

歎
曰
昔
年
移
柳
依
依
漢
南
今
看
搖
落
悽
愴
江
潭
樹

Ａ
部
条
幅
規
定　

終
古
皇
上
以
幾
覽
餘
暇
遍
該
群
籍
乃
製
金
鏡
述

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

歌
留
多
と
る
皆
美
し
く
負
け
ま
じ
く
（
高
浜
虚
子
）

実
用
文　

年
賀
状
の
賀
詞
は
目
上
の
人
に
対
し
て
、「
謹
賀
新
年
」
等
の
四
文
字
が
相
応
し
い
。

「
迎
春
」「
寿
」
等
に
は
敬
い
の
意
味
が
含
ま
れ
ず
、
失
礼
に
当
り
ま
す
。

一
般
硬
筆
初
段
以
上　

日
ヽヽ
に
湧
き
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
経
て
迎
え
る
年
の
瀬
を
で
き
る
だ
け

心
穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
。

一
般
硬
筆
一
級
以
下　

雪
椿
は
、
日
本
海
側
の
雪
深
い
地
域
で
し
か
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
木
で
す
。

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　

泉
出
瑞
應
圖

（12 月 10 日締切）※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。

小
一
毛
筆　

ふ
じ

小
二
硬
筆　

先
生
、
こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

小
一
硬
筆　

こ
と
し
は
じ
め
て
、
か
き
ぞ
め
を
し
ま
し
た
。

小
二
毛
筆　

は
つ
ゆ
め

小
三
硬
筆　

か
き
ぞ
め
大
会
で
、
金
し
ょ
う
を
と
り
た
い
で
す
。

小
三
毛
筆　

お
年
だ
ま

小
四
硬
筆　

弟
と
い
っ
し
ょ
に
、
年
が
じ
ょ
う
を
書
き
ま
し
た
。

小
四
毛
筆　

正
月
の
空

小
五
硬
筆　

父
に
年
が
じ
ょ
う
の
書
き
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

小
五
毛
筆　

天
下
の
春

小
六
硬
筆　

先
生
の
ご
健
康
を
、
お
い
の
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
六
毛
筆　

初
春
の
空

中
一
硬
筆　

新
年
を
迎
え
、
み
な
さ
ま
の
ご
幸
福
を
祈
り
ま
す
。

中
一
毛
筆　

光
る
新
雪

中
二
硬
筆　

お
互
い
に
最
良
の
年
に
な
る
よ
う
、
努
力
し
よ
う
。

中
二
毛
筆　

新
春
大
空

中
三
硬
筆　

残
り
少
な
い
中
学
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
そ
う
。

高
校
硬
筆　

十
二
月
号
13
ペ
ー
ジ
一
般
硬
筆
一
級
以
下
課
題
（
行
書
可
）

中
三
毛
筆　

雪
花
新
春

高
校
毛
筆　

新
歳
多
清
興




